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インターバンクの声 （2016年 3 月 29 日） 
 

欧州市場が引き続きイースター休暇で休場となる中、米個人消費支出が発表

され、市場予想通りではあったものの０．１%増の小幅な伸びに留まったこと

でドルが売られた。週末には個人消費が上向きに回復したとして上方修正し

た第４・四半期ＧＤＰが発表されていたが、より新しい個人消費の数字が伸

び悩んだとあっては仕方のないところだ。ただ主要通貨に対するドルの下落

幅は３０～４０ポイント程度で、しかもニューヨーク市場の終盤には概ねそ

の下げから回復している。それでも市場には再び米連邦制度準備理事会（Ｆ

ＲＢ）の早期利上げ観測が後退したとの見方に戻っているようだが、今晩の

イエレン議長の講演での発言内容や雇用統計の結果次第で見方もその都度変

わってくるだろう。本邦の実需勢や資本筋にとっては、年度末ということも

あって積極的な市場参入が出来る時期ではないが、昨日も見られたように仲

値公示前後の予想しづらい値動きには注意が必要だ。今日も１１３円台後半

になればドルを売りたい人たちが多い気がする。 
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